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［目　　的］
　本学食物栄養学科では、食生活に関する専門的知識と経験を東日本大震災の復興に役立て
る目的で、震災後の2011年12月から年に数回、被災地を訪問し、仮設住宅で避難生活を送っ
ている被災者を対象に、食物栄養学の立場から食生活に関する提案、アドバイス、調理実演、
栄養関連の講演などの支援を行ってきた。2013年度からは、栄養クリニックが参画し、 5 年
間の継続事業として発展した。2014年度までは現地で支援活動を行っているNPO法人・グ
ローバルヒューマン（GH）の協力の下で支援を行ってきたが、GHの支援終了に伴い、今年
度からは京都女子大学単独で支援を行うことになった。今年度は 8 月と 3 月（予定）に現地
に出張し、支援を行う。
　震災から 5 年が経過し、支援の方法は被災者の方々のQOLや自立といった観点に変わり
つつある。また、この支援は、2017年まで継続する予定で、管理栄養士有資格者である大学
院生の実践力を養うための教育や、支援方法の研究といった点からも有意義な事業である。

［これまでの経緯］
　本年度までに計21回被災地に赴き、延べ人数で15名の教員と22名の院生が活動に参加した。
・2011年12月：本学食物栄養学科有志の教員と大学院生を中心に活動スタート
・2012年 3 〜11月：仮設住宅での炊き出しと食教育、栄養相談（2012年11月 5 日　岩手日報

掲載記事）
・2013年 1 〜 3 月：栄養バランスに配慮した食生活の実践を目的に、東日本大震災復興支援
「適塩バランス料理レシピ集」を作製するとともに、それを活用して岩手県内30カ所の仮
設住宅で食教育を行った。さらに、岩手県作製「食事バランス弁当」の普及活動を行った。

・2013年度：栄養クリニックの事業として参画し、 8 月～翌年 2 月に合計 7 回、食物栄養学
科の教員および栄養クリニックスタッフ 8 名、大学院生10名が交代で被災地に赴いた。現
地での活動内容は、健康情報の提供、栄養アセスメント、栄養相談等を、延べ360名を対
象に実施した。

・2014年度： 7 月～翌年 2 月に合計 6 回、栄養クリニックスタッフ 9 名と大学院生10名が交
代で被災地に赴き、2013年度と同様の活動を延べ260名を対象に実施した。

2015年 8 月の支援
実 施 日：2015年 8 月 7 日～ 9 日
担 当 者：八田　　一（本学食物栄養学科教授・栄養クリニック研究員）
　　　　　宮脇　尚志（本学食物栄養学科教授・栄養クリニック長）
　　　　　斎藤　春佳（本学家政学研究科博士前期課程 2 年生：管理栄養士） 
　　　　　中井みのり（本学家政学研究科博士前期課程 2 年生：管理栄養士）
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　　　　　武田　春香 （本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士）
　　　　　山下真由子（本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士）
訪問場所：以下の 2 カ所を訪問した。
・ 8 月 8 日　宮城県気仙沼市　　市営南郷住宅（復興住宅）19名（男性 7 名　女性12名）
・ 8 月 9 日　岩手県陸前高田市　滝の里仮設団地　　　　　12名（男性 5 名　女性 7 名）

　気仙沼市では、復興が進み大きな市営住宅が作られており、支援はその住宅および近隣に
お住まいの方々を対象に、市営住宅コミュニティースペースで行われた。陸前高田市では、
仮設住宅にお住まいの方々を対象に、仮設受託の集会所で行われた。

活動内容：八田教授による鶏卵の消費量と栄養機能に関する講話と温泉卵と逆温泉卵の調理
実習と、体組成、血圧、握力測定、指先穿刺による血糖値およびコレステロール値の測定を
行った。また、BDHQ（簡易型自記式食事歴法質問票）を用いた栄養調査を行い、質問票は
大学に持ち帰って解析し、大学院生が一人一人にコメントを付けて後日、自宅に郵送した。

　今回の活動を振り返って（大学院生の感想）：被災地では手に入る食材や、運動を行う環
境などが限られており、それらを考慮して食事・生活のアドバイスを行う必要があると感じ
た。今回集会場に足を運んでくださった方々は、食事や生活のことなど積極的に話をしてく
ださる方も多く、元気でいらっしゃる印象であった。しかし、来てくださった方も来てくだ
さらなかった方の中にも、私たちが想像し得ない大きな傷を抱えている方がたくさんいらっ
しゃることを忘れてはいけない。管理栄養士が被災地に対してできる支援は食事や生活に関
するアドバイスが主であるが、継続的に行うことで被災者の食生活の向上に貢献するだけで
なく、活動を通して被災者の方々との交流を深め、心理的なサポートにもつながるような支
援活動を展開していく必要もあるのではないかと感じた。毎回の活動がその場限りのものに
なってしまっては、継続して行う意味を成さないので、今後も活動を行う際はこれまでの結
果を踏まえて活動内容を検討すべきである。

　以下は、今回参加した大学院生が作成した報告の一部を抜粋して掲載した。
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2016年 3 の支援（予定）
実 施 日：2016年 3 月 4 日～ 6 日
担 当 者：八田　　一（本学食物栄養学科教授・栄養クリニック研究員）

田中　　清（本学食物栄養学科教授・栄養クリニック研究員）
木戸　詔子（本学食物栄養学科名誉教授・副栄養クリニック長）
青　　美空（本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士） 
岩井香奈枝（本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士）
武田　春香（本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士）
竹村　理子（本学家政学研究科博士前期課程 1 年生：管理栄養士）

� （宮脇尚志）


